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positron autoradiography technique, dPAT)
に着手してきた。PET やオートラジオグラフ































釈された[18F]FDG を含む Krebs-Ringer溶液 
(36℃)を灌流用の容器内に入れ、脳切片をイ
ンキュベートした。灌流液は 95% O2/5% CO2
ガスで持続的にバブリングした。灌流用容器
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